
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

小林市立小林小学校  校長通信 

令和５年６月２３日  第４０号 （文責 校長 吉井秀一） 

℡:（0984）23-3510  E-mail:1401eb@miyazaki-c.ed.jp 

 

６
月
18 

日
に
行
わ
れ
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
、
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

 
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
た
ち
が

思
い
切
り
体
を
動
か
し
て
、
だ
れ

も
が
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

様
子
を
見
て
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
は
じ
め
て
一
緒
に
活

動
す
る
保
護
者
の
方
や
、
日
頃
見

ら
れ
な
い
先
生
た
ち
の
と
び
っ

き
り
の
笑
顔
？
に
出
会
え
た
有

意
義
な
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

企
画
運
営
を
し
て
い
た
だ
い
た

保
体
部
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
７
月
６
日
に
は
、
参
観

日
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
上
・
下
学
年
の
二
つ
に
分
け
た

時
間
帯
で
、
少
し
窮
屈
な
計
画
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
４
校
時
に

は
心
肺
蘇
生
法
の
講
習
も
行
わ

れ
ま
す
。
救
命
法
は
毎
年
体
験
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

た
く
さ
ん
の
参
観
、
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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子どもにヘルメットを            2023、4 月に道交法の改正がありましたが、それより前に子どものヘルメッ

ト着用は保護者の責任として定められています。ヘルメットがあれば守れていた命がたくさんあります。

夏休みに入ります。商品も出回っています。ぜひ、お子さんのヘルメット購入をご検討ください。 

くすの木 



新型コロナウイルス、インフルエンザ等の予防について 

                                 学 校 長 

 

 学校ではマスクを着けている児童がまだ多いようです。しかし、街で見かけ

る子どもたちはその多くがマスクを外しています。また、スポーツをするとき

はもちろん、少年団などの会食があるときは、食べ終わった後もマスクを外し

ておしゃべりをすることが多いでしょう。 

 集計方法が変わり、毎日報道されていた頃からすると関心が薄れています

が、新型コロナウイルスの感染者数は増加傾向がみられ、インフルエンザは、

報告者数のうち５歳から 9 歳が全体の４割を占めています。 

 そして、今年、感染が拡大している「ヘルパンギーナ」 

 5 月第 23 週（６月５日～11 日）の報告者数は 384 人。前週から 122％

増加。例年同時期の定点平均値と比較して約１７．３倍。感染者の 8 割が１

歳から８歳までですが、幼児ばかりとは限りません。 

                （参考：宮崎県感染症発生動向調査２０２３第２３号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私たちはコロナ禍を３年間も経験し、全体の約３分の１の人は実際に感染し、

その症状に苦しめられました。今こそ、そのことを生かさなくてはいけません。 

 子どもの健康を守るためにも、家庭における手洗い、お年寄りや人の集まる

場所でのマスク着用や換気については、大人がしっかり管理しましょう。   

 

 「みんなで考え みんなでつくる みんなの小林小学校！」 

 ヘルパンギーナ 

 高熱とのどの痛みを主症状とする感染性の病気。 

 ３８℃以上の高熱が３～５日続き、のどの奥に口内炎がたくさんできる。 

 感染した人の咳やくしゃみにはウイルスが潜んでおり、飛び散ったウイルス

を吸い込んだり、手で目や鼻、口を触ったりすることで感染する。 


